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わ
り
に

二　

派
遣
陸
軍
部
隊
の
動
向

　

先
述
の
様
に
、
陸
軍
部
隊
の
派
遣
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

十
一
月
一
日
に
下
吉
田
で
発
生
し
た
警
官
隊
の
四
散
で
あ
っ
た
。
埼

玉
県
の
事
務
を
執
っ
て
い
た
笹
田
少
書
記
官
は
す
ぐ
さ
ま
内
務
卿
の

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）

―
警
察
、
軍
隊
、
自
衛
隊
―

杵
　
渕
　
隼
　
人

03_杵渕91_P38-54.indd   38 19/03/07   16:39



秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）（
杵
渕
）

三
九

山
縣
有
朋
に
通
報
し
、
憲
兵
の
派
遣
を
請
う
た
。
山
縣
も
事
態
を
重

く
見
て
憲
兵
三
個
小
隊
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
参
謀
本
部
長
と
し

て
の
立
場
か
ら
東
京
鎮
台
の
部
隊
を
も
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、

憲
兵
隊
に
鎮
台
の
参
謀
を
同
行
さ
せ
、
判
断
材
料
を
得
よ
う
と
し
た
。

埼
玉
県
側
は
憲
兵
だ
け
で
事
件
は
片
付
く
と
考
え
た
様
だ
が
、
不
測

の
事
態
が
発
生
し
て
憲
兵
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
終
的
に
は

鎮
台
か
ら
歩
兵
第
三
連
隊
第
三
大
隊
等
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

派
遣
さ
れ
た
陸
軍
部
隊
に
対
す
る
研
究
は
、
前
掲
の
井
上
幸
治
氏

に
よ
る
『
秩
父
事
件
』
や
浅
見
好
夫
氏
の
『
秩
父
事
件
史
』
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
が
、
軍
隊
だ
け
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
高
田
甲
子

太
郎
氏
に
よ
る
も
の
や
、
中
沢
市
朗
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
る（

（
（

。
だ

が
、
高
田
氏
の
研
究
は
ま
だ
史
料
が
充
分
に
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
憲
兵
の
動
向
に
触
れ
て
い
な
い
欠
点
が
あ

る
。
ま
た
、
中
沢
氏
の
研
究
は
反
天
皇
制
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
民
衆
蜂
起
を
鎮
圧
し
た
と
し
て
軍
隊
を
非
難
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
本
章
で
は
、
第
一
節
で
憲
兵
の
動
向
、
第
二
節
で

鎮
台
兵
の
動
向
を
検
討
し
、
再
評
価
を
試
み
た
い
。

　

１　

事
件
中
期
の
陸
軍
部
隊
（
憲
兵
）

　

第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
埼
玉
県
庁
が
内
務
省
に
対
し
て
憲
兵
の

派
遣
を
求
め
た
の
は
十
一
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（
（

。
地
方
官
会
議

出
席
中
の
県
令
に
代
わ
っ
て
公
務
を
代
行
し
て
い
た
笹
田
書
記
官

は
、
警
官
隊
の
敗
退
と
県
警
首
脳
に
よ
る
憲
兵
派
遣
に
関
す
る
上
申

を
受
け
る
と
、
す
ぐ
山
縣
内
務
卿
に
対
し
て
電
報
を
発
し
た
。
つ
ま

り
、

県
下
秩
父
郡
ノ
暴
徒
既
ニ
千
人
ニ
及
ヒ
、
抜
刀
銃
器
等
ヲ
携
ヘ

同
郡
小
鹿
野
町
ニ
火
ヲ
放
チ
、
当
大
宮
郷
ニ
向
ケ
押
出
模
様
ア

リ
。
其
勢
猖
獗
、
為
メ
ニ
巡
査
七
名
死
傷
セ
リ
。
依
テ
警
部
巡

査
ニ
テ
速
ニ
鎮
制
シ
難
シ
。
遷
延
久
シ
キ
ニ
亘
レ
ハ
、
他
ノ
地

方
ニ
波
及
ノ
恐
レ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
都
下
ニ
近
接
セ
ル
ニ
ヨ

リ
、
若
シ
影
響
ス
ル
事
ア
リ
テ
ハ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ニ
付
、
速
ニ

鎮
定
シ
タ
シ
。
至
急
憲
兵
ヲ
御
派
遣
ア
レ
。
此
段
上
請
ス
（
（
（

。

と
、
す
で
に
警
察
の
力
に
余
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た

上
で
の
派
遣
要
請
で
あ
っ
た
。
笹
田
が
懸
念
し
た
の
は
、
事
態
が
他

の
地
方
、
特
に
埼
玉
県
と
隣
接
す
る
帝
都
東
京
に
影
響
す
る
こ
と
で

あ
り
、
事
件
の
早
期
鎮
圧
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

県
の
要
請
を
受
け
た
山
縣
は
す
ぐ
さ
ま
こ
れ
に
同
意
し
、
三
個
小

隊
を
送
る
と
決
定
し
た
。
憲
兵
の
派
遣
が
一
日
で
は
な
く
二
日
に
行

わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
山
縣
の
楽
観
論
に
よ
る
と
解
釈
す
る
向
き

も
あ
る
が（

（
（

、
筆
者
は
こ
の
解
釈
に
同
意
で
き
な
い
。
当
時
、
情
報
伝

達
の
た
め
の
電
信
網
は
秩
父
郡
に
は
な
く
、
皆
野
に
置
か
れ
た
警
察
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〇

本
部
か
ら
最
も
近
い
電
信
所
は
熊
谷
に
あ
っ
た（

（
（

。
ゆ
え
に
現
地
か
ら

の
情
報
伝
達
が
遅
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
山
縣
が
受
け
た
第
一
報

も
、
暴
動
が
発
生
し
た
と
い
う
程
度
の
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
事

態
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
、
軽
々
し
く
憲
兵
を
派
遣
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
派
遣
の
要
請
を
出
す
の

は
埼
玉
県
側
で
あ
り
、
山
縣
が
県
を
無
視
し
て
憲
兵
を
動
か
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
ゆ
え
に
、
憲
兵
が
こ
の
日
に
派
遣
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
山
縣
の
楽
観
論
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
日
に
詳

報
が
入
り
、
県
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
方
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
憲
兵
条
例
に
よ
れ
ば
、
憲
兵
の
任
務
の
一
つ
に
警

官
の
手
に
負
え
な
い
暴
動
を
鎮
圧
す
る
こ
と
と
あ
る
が
、
秩
父
事
件

は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
件
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
要
請
を
受
け
て
か
ら
の
山
縣
の
行
動
は
早
か
っ

た
。
山
縣
は
陸
軍
卿
代
理
を
務
め
て
い
た
西
郷
従
道
と
協
議
し
、
こ

の
日
の
午
後
八
時
五
十
分
に
は
、
清
浦
奎
吾
警
保
局
長
か
ら
笹
田
に

向
け
て
「
憲
兵
一
小
隊
春
田
少
佐
是
ヲ
率
ヒ
今
夜
十
一
時
発
（
（
（

」
と
い

う
通
達
が
出
て
い
る
。
当
時
、
秩
父
郡
方
面
へ
伸
び
る
鉄
道
に
は
日

本
鉄
道
が
あ
っ
た
が
（
現
高
崎
線
）、
政
府
は
日
本
鉄
道
に
臨
時
列

車
を
出
さ
せ
て
憲
兵
の
移
動
に
使
用
し
た
。
こ
の
時
派
遣
と
決
し
た

の
は
三
個
小
隊
だ
が
、
埼
玉
県
か
ら
の
急
派
の
要
請
に
応
じ
て
か
、

準
備
の
で
き
た
小
隊
か
ら
順
次
出
動
が
開
始
さ
れ
た
。
最
初
に
秩
父

郡
に
入
っ
た
小
隊
は
、
隈
元
実
道
少
尉
が
小
隊
長
を
つ
と
め
る
東
京

憲
兵
隊
第
一
大
隊
第
二
中
隊
第
四
小
隊
で
あ
る（
（1
（

。
人
数
は
隊
長
以
下

六
七
名
で
あ
り（
（1
（

、
上
級
指
揮
官
と
し
て
憲
兵
本
部
次
長
兼
第
一
大
隊

長
で
、
加
波
山
事
件
の
際
に
も
一
個
小
隊
を
率
い
て
出
動
し
た
春
田

景
義
少
佐
（
（1
（

が
同
行
し
、
翌
三
日
の
午
前
一
時
四
十
分
、
上
野
駅
か
ら

寄
居
へ
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
本
庄
駅
に
向
か
っ
た
。

　

午
前
八
時
二
十
分
、
春
田
以
下
の
憲
兵
一
個
小
隊
は
、
急
遽
帰
県

し
た
吉
田
県
令
と
と
も
に
寄
居
に
入
っ
た
。
ま
た
、
他
の
二
小
隊
も

順
次
出
発
を
開
始
し
、
午
後
一
時
に
は
内
田
忠
直
中
尉
率
い
る
第
二

大
隊
第
一
中
隊
第
三
小
隊
が
上
野
駅
を
発
し
て
浦
和
駅
へ
向
か
い
、

ま
た
午
後
三
時
三
五
分
に
は
影
山
十
蔵
少
尉
が
率
い
る
第
二
大
隊
第

二
中
隊
第
三
小
隊
が
、
第
二
大
隊
第
一
中
隊
長
の
小
笠
原
大
尚
弼
大

尉
と
と
も
に
浦
和
へ
向
か
っ
た（
（1
（

。
な
お
、
こ
の
後
発
部
隊
に
は
憲
兵

の
他
に
東
京
鎮
台
参
謀
の
高
井
敬
義
少
佐
が
同
行
し
、
笹
田
書
記
官

に
対
し
て
山
縣
の
意
向
（
川
越
方
面
へ
の
懸
念
）
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
鎮
台
兵
も
出
動
す
る
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（
（1
（

。
両
隊
は
浦

和
駅
で
合
流
し
、
笹
田
書
記
官
と
協
議
の
上
で
配
置
と
行
動
を
決
定

し
た
。
笹
田
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

［
前
略
］
憲
兵
一
小
隊
［
小
笠
原
・
内
田
］
ヲ
川
越
ニ
派
遣
シ
、

夫
ヨ
リ
飯
能
名
栗
ニ
進
ミ
、
一
小
隊
［
影
山
］
ハ
先
ツ
熊
谷
ニ

屯
駐
シ
、
内
半
小
隊
ハ
都
合
ニ
依
リ
松
山
ヲ
経
テ
小
川
ニ
進
ム
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四
一

準
備
ヲ
為
セ
リ（
（1
（

。

と
決
し
、
小
笠
原
と
内
田
の
隊
は
午
後
五
時
に
上
尾
駅
で
下
車
し
て

川
越
へ
向
か
い
、
ま
た
影
山
の
隊
は
午
後
六
時
十
分
に
熊
谷
駅
で
下

車
し
、
二
半
隊
は
松
山
へ
派
遣
し
、
残
り
は
熊
谷
で
待
機
し
た
。
こ

の
配
置
は
埼
玉
県
警
が
敷
い
た
困
民
軍
の
平
野
部
（
特
に
秩
父
の
東

側
、
つ
ま
り
東
京
方
面
へ
の
）
進
出
を
防
ぐ
た
め
の
布
陣
を
補
強
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
困
民
軍
に
対
す
る
攻
勢
を
行
う
た
め
に
、
寄

居
の
小
隊
は
皆
野
方
面
、
川
越
の
小
隊
は
名
栗
方
面
、
熊
谷
の
小
隊

は
小
川
方
面
か
ら
秩
父
盆
地
へ
進
む
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

上
記
の
う
ち
寄
居
に
到
着
し
た
隈
元
隊
か
ら
は
、
秩
父
郡
内
の
情

報
を
探
る
べ
く
偵
察
隊
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
三
半
隊
は
金
崎
へ
、

一
個
分
隊
は
釜
伏
峠
（
三
沢
方
面
）
へ
と
向
か
っ
た
。
各
隊
に
は
嚮

導
部
隊
と
し
て
警
官
隊
が
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
二
部
隊
の
う
ち
、

金
崎
へ
向
か
っ
た
隊
が
皆
野
で
困
民
軍
と
砲
火
を
交
え
る
こ
と
に
な

る
。

　

皆
野
郊
外
に
は
荒
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
渡
船
場
は
親
鼻
と
呼
ば

れ
る
地
点
に
あ
り
、
皆
野
・
金
崎
両
村
の
境
界
を
な
し
て
い
た
。
困

民
軍
は
こ
の
渡
船
場
を
重
視
し
、
河
岸
段
丘
の
断
崖
上
に
火
縄
銃
隊

等
の
主
力
を
配
置
し
、
防
備
を
固
め
て
い
た
。
こ
の
困
民
軍
守
備
隊

を
偵
察
隊
が
発
見
し
、
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。
こ
れ
が
先
行
研
究
で
親

鼻
の
戦
い
と
呼
ば
れ
る
戦
闘
で
あ
る
。

　

こ
の
時
迎
撃
に
あ
た
っ
た
困
民
軍
の
主
力
は
陸
軍
予
備
役
兵
卒
大

河
原
三
代
吉
が
指
揮
す
る
鉄
砲
隊
五
十
名
で
、
接
近
す
る
憲
兵
を
よ

く
引
き
つ
け
た
上
で
一
斉
射
撃
を
行
っ
た（
（1
（

。
そ
れ
に
対
し
て
憲
兵
は

大
し
た
反
撃
も
せ
ず
に
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
春

田
少
佐
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
我
偵
察
隊
試
ニ
之
レ
ニ
応
シ
、
僅
カ
ニ

放
火
シ
、
概
ネ
其
状
況
ヲ
偵
察
シ
了（
（1
（

」
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
憲
兵
に
よ
る
公
式
の
説
明
で
は
、
偵
察
任
務
が
完
了

し
た
が
故
に
撤
退
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
大
き
な
理
由

が
あ
っ
て
憲
兵
隊
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
だ
が
、
筆
者
は
小
銃
の
不
発
と
困
民
軍
の
戦

意
に
驚
愕
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
既
に
日
本
陸
軍
は
外

国
製
の
小
銃
を
制
式
銃
か
ら
外
し
、
装
備
を
国
産
の
村
田
式
小
銃
に

切
り
替
え
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
憲
兵
隊
は
兵
科
と
し
て
は
い
わ
ば

主
力
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
旧
式
の
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
を
継
続
し
て
使

用
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
埼
玉
県
に
派
遣
さ
れ
た
憲
兵
隊
に

支
給
さ
れ
た
村
田
銃
用
の
弾
薬
と
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
が
合
わ
な
か
っ
た

よ
う
で
、
憲
兵
隊
が
親
鼻
の
困
民
軍
に
向
か
っ
て
射
撃
を
試
み
て
も
、

発
砲
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
故
に
偵
察
隊
は
携
行
し
て
い
た
ピ

ス
ト
ル
以
外
に
使
用
で
き
る
火
器
を
持
た
ず
、
こ
の
こ
と
が
部
隊
の

早
期
撤
退
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
困
民
軍
の
士
気
に
つ
い
て
だ
が
、
春
田
は
県
警
の
情
報
収
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集
で
皆
野
に
い
る
困
民
軍
が
一
千
名
を
超
え
て
い
る
と
分
か
っ
て
い

た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
兵
隊
は
そ
れ
で
も
農
民
た
ち
に
向
か
っ

て
僅
か
三
個
小
隊
で
向
か
お
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
県
や

春
田
の
、
農
民
は
官
軍
を
見
れ
ば
戦
意
を
喪
失
す
る
と
い
う
考
え
が

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
等
の
計
画
は
確
か
に
警
官
隊
は
困

民
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
が
、
軍
隊
の
姿
を
見
れ
ば
農
民
た
ち
は
四
散
す

る
と
い
う
想
定
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
こ
の
少

数
兵
力
に
よ
る
進
撃
計
画
が
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
進
行
し
て
き
た
憲
兵
隊
に
対
し
て
困
民
軍
は
射
撃
を
加
え
、

交
戦
す
る
構
え
を
見
せ
た
た
め
、
あ
て
が
外
れ
た
憲
兵
は
撤
退
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
寄
居
派
遣
の
小
隊
で
発
覚
し
た
弾
薬
問
題
だ
が
、
他
の
小

隊
も
同
様
に
発
砲
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
た（
（1
（

。
こ
れ
を
知
っ
た

春
田
は
急
い
で
最
新
式
の
村
田
式
小
銃
と
弾
薬
を
取
り
寄
せ
て
い
る

が
（
（1
（

、
こ
れ
を
受
け
て
憲
兵
隊
は
予
定
し
て
い
た
秩
父
郡
進
行
を
中
止

し
た
。
弾
薬
は
鉄
道
で
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
補
給
は
比
較

的
早
く
済
む
筈
で
あ
り
、
憲
兵
の
力
で
鎮
圧
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た

の
な
ら
増
援
は
不
要
だ
が
、
皆
野
郊
外
で
起
こ
っ
た
戦
闘
に
よ
っ
て

困
民
軍
の
戦
意
の
高
さ
を
知
っ
た
憲
兵
隊
と
埼
玉
県
は
、
現
状
の
憲

兵
・
警
官
に
よ
る
混
成
部
隊
だ
け
で
は
鎮
圧
不
可
能
で
あ
る
と
悟
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
埼
玉
県
側
は
憲
兵
の
助
力
だ

け
で
は
不
足
で
あ
る
と
判
断
し
、
鎮
台
兵
の
増
援
を
求
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
、
事
件
の
状
況
と
憲
兵
隊
の
撤

退
を
知
っ
た
笹
田
以
下
県
首
脳
部
は
、
事
態
が
も
は
や
警
察
の
手
に

負
え
な
い
と
判
断
し
、
内
務
省
に
対
し
て
憲
兵
の
派
遣
を
要
請
し
た
。

報
告
を
受
け
た
山
縣
内
務
卿
も
事
態
を
重
要
視
し
、
憲
兵
三
個
小
隊

を
埼
玉
県
内
へ
向
か
わ
せ
た
。
ま
た
参
謀
本
部
長
を
兼
務
し
て
い
た

山
縣
は
、
事
態
が
憲
兵
だ
け
で
は
鎮
圧
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
た
の
か
、
小
笠
原
大
尉
の
率
い
る
小
隊
に
東
京
鎮
台
の
参
謀
を

同
行
さ
せ
、
同
鎮
台
部
隊
派
遣
の
可
否
を
判
断
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

何
故
山
縣
が
参
謀
を
同
行
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
だ
が
、
一
千
名
以
上

の
農
民
が
蜂
起
し
た
と
い
う
報
告
に
対
し
、
陸
軍
兵
科
の
中
で
は
戦

闘
力
の
劣
る
憲
兵
三
個
小
隊
だ
け
で
は
鎮
圧
が
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
山
縣
の
懸

念
は
的
中
し
、
東
京
鎮
台
か
ら
複
数
の
部
隊
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

派
遣
さ
れ
た
憲
兵
隊
の
指
揮
は
憲
兵
本
部
次
長
の
春
田
少
佐
が

執
っ
た
が
、
春
田
は
憲
兵
隊
と
共
に
帰
県
し
た
吉
田
県
令
と
相
談
し

て
憲
兵
を
秩
父
郡
東
部
に
配
置
し
、
困
民
軍
の
東
方
進
撃
を
抑
止
し
、

か
つ
彼
ら
が
郡
外
に
出
る
前
に
こ
れ
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
だ
が
、
偵
察
に
出
た
憲
兵
隊
は
困
民
軍
の
戦
意
が
予
想
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秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）（
杵
渕
）

四
三

よ
り
も
旺
盛
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
自
ら
の
小
銃
が
不
発
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
攻
撃
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
見
た

埼
玉
県
側
も
鎮
台
兵
の
増
援
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
山
縣

内
務
卿
に
対
し
て
派
遣
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　

２　

事
件
後
期
の
陸
軍
部
隊
（
鎮
台
兵
）

　

先
述
の
様
に
、
埼
玉
県
は
鎮
台
兵
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
だ
が
、
内
務
省
に
増
援
を
求
め
た
時
点
で
は
、
県
庁
は
憲

兵
退
却
の
詳
し
い
状
況
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
寄
居
に

い
た
吉
田
県
令
は
当
然
憲
兵
隊
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
浦
和
の
笹
田
書
記
官
が
受
け
た
連
絡
は
簡
単
な
も
の
で
、
皆
野

に
向
か
っ
た
憲
兵
隊
が
困
民
軍
に
敵
わ
ず
撤
退
し
た
、
と
い
う
程
度

だ
っ
た
ら
し
い
。
故
に
笹
田
は
、

［
前
略
］
思
フ
ニ
寄
居
派
遣
ノ
一
小
隊
ハ
、
深
ク
秩
父
郡
ニ
入

リ
テ
後
ヲ
絶
タ
レ
タ
ル
カ
、
暴
徒
間
道
ヨ
リ
来
襲
セ
シ
ナ
ラ
ン

カ
。
若
シ
間
道
ヨ
リ
来
襲
ノ
勢
ア
リ
テ
危
険
ト
ナ
セ
ハ
、
熊
谷

屯
在
ノ
半
小
隊
ニ
テ
支
フ
ベ
シ
。
一
旦
部
署
シ
タ
ル
モ
ノ
容
易

ニ
変
換
ス
ル
ハ
得
策
ニ
ア
ラ
ス
。
且
、
熊
谷
ヨ
リ
進
軍
ス
ル
ハ

最
便
ア
レ
ハ
ナ
リ
。［
中
略
］
考
フ
ル
ニ
、
峻
山
嶮
嶺
ヲ
帯
ヒ

タ
ル
広
漠
ノ
秩
父
郡
皆
暴
徒
ノ
巣
窟
ト
ナ
ル
。
縦
令
憲
兵
三
小

隊
ア
ル
モ
、
暴
徒
山
壑
ヲ
跋
渉
隠
見
出
没
ス
ル
ト
キ
ハ
、
或
ハ

日
ヲ
曠
フ
シ
テ
鎮
定
ノ
功
速
ナ
ラ
サ
ラ
ン
乎
。
況
ヤ
憲
兵
攻
撃

已
ニ
一
日
ヲ
終
ヘ
ト
モ
勝
報
ヲ
得
ル
事
ナ
ク
、
却
テ
危
険
云
々

ノ
警
報
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。
曩
キ
ニ
警
保
局
長
ノ
通
報
ア
リ
、

高
井
少
佐
ノ
談
話
ア
リ
、
政
府
已
ニ
台
兵
ヲ
派
遣
ス
ル
計
画
ア

ル
ヲ
知
ル
。［
中
略
］
寧
ロ
台
兵
派
遣
ノ
時
期
ヲ
促
シ
速
ニ
静

定
ス
ル
ニ
如
カ
ス
ト
決
心
（
（2
（

［
後
略
］

と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
笹
田
は
秩
父
郡
を
完
全
に
掌
握
し
た
困
民
軍

が
、
深
入
り
し
た
寄
居
の
憲
兵
一
個
小
隊
を
孤
立
さ
せ
た
と
考
え
、

憲
兵
隊
に
よ
る
鎮
圧
は
不
可
能
で
あ
る
と
推
測
し
、
熊
谷
の
小
隊
を

寄
居
の
防
備
に
回
す
と
と
も
に
、
早
期
の
鎮
圧
を
期
し
て
鎮
台
兵
派

遣
を
要
請
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
鎮
台
条
例
で
は
、
二
九
条
で
「
凡
ソ
管
内
草
賊
ノ
警
ア
レ

ハ
、
府
県
ヨ
リ
両
牒
ヲ
移
シ
、
同
時
ニ
省
並
台
ニ
報
シ
、
台
又
速
ニ

本
監
軍
部
ヲ
経
由
シ
、
陸
軍
省
並
ニ
参
謀
本
部
ニ
報
シ
テ
区
処
ヲ
受

ク
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た（
（2
（

。
つ
ま
り
困
民
軍
は
、
こ
の
場
合
い

わ
ゆ
る
草
賊
に
あ
た
り
、
埼
玉
県
は
そ
の
鎮
圧
の
為
に
鎮
台
兵
の
派

遣
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る（
（2
（

。

　

笹
田
が
山
縣
に
対
し
て
要
請
の
電
報
を
送
っ
た
の
は
、
四
日
の
午

前
一
時
で
あ
っ
た
。
鎮
台
兵
の
派
遣
先
に
つ
い
て
だ
が
、
比
較
的
手

薄
な
本
庄
方
面
に
兵
を
割
い
て
い
る
。
な
お
、
到
着
後
の
鎮
台
兵

の
行
動
に
つ
い
て
、
笹
田
か
ら
連
絡
を
受
け
た
吉
田
は
、「
金
澤
村
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宝
塔
（
登
か
）

山
ニ
立
籠
ル
賊
ヲ
打
払
タ
シ（
（2
（

」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

県
首
脳
は
、
皆
野
近
辺
の
金
沢
に
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
困
民
軍
が
、

児
玉
方
面
か
ら
中
山
道
に
突
出
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
、
こ

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
児
玉
方
面
に
展
開
し

て
い
た
の
は
、
先
述
し
た
八
幡
山
を
守
る
警
官
三
十
名
に
増
援
を
加

え
た
隊
だ
け
で
あ
り
、
多
く
と
も
五
十
名
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

困
民
軍
に
よ
っ
て
児
玉
を
突
破
さ
れ
れ
ば
本
庄
が
危
う
く
な
り
、
そ

の
本
庄
は
鉄
道
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
中

山
道
の
要
地
で
あ
る
。
笹
田
か
ら
要
請
を
受
け
た
山
縣
も
こ
の
重
大

さ
を
理
解
し
て
い
た
ら
し
く
、
す
ぐ
派
遣
の
手
続
き
を
始
め
た
。
当

時
、
山
縣
は
内
務
卿
と
参
謀
本
部
長
を
兼
任
し
て
い
た
の
で
、
手
続

き
は
迅
速
に
進
み
、
天
皇
の
允
裁
を
得
て
歩
兵
第
三
連
隊
か
ら
一
個

大
隊
を
秩
父
郡
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
午
前
十
時
三
十
分
に

は
出
発
し
て
い
る
。
山
縣
が
笹
田
か
ら
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
の
は

午
前
三
時
だ
が
、
鎮
台
兵
が
上
野
駅
か
ら
出
発
し
た
の
は
午
前
十
一

時
で
あ
る（
（2
（

。
こ
れ
ほ
ど
の
早
さ
で
派
遣
を
決
定
し
た
の
は
、
井
上
幸

治
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
が
事
件
を
重
大
な
国
難
で
あ

る
と
捉
え
、
早
期
の
鎮
定
を
図
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る（
（2
（

。

　

こ
の
時
出
動
し
た
の
は
、
歩
兵
第
三
連
隊
の
う
ち
第
三
大
隊
で
、

大
隊
長
森
脇
恒
少
佐
の
指
揮
で
上
野
駅
か
ら
臨
時
列
車
に
乗
車
し

た
。
高
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
上
野
駅
乗
車
時
に
は
第
四
中
隊

長
藤
井
淳
一
大
尉
以
下
二
、三
十
名
が
欠
け
て
い
た
。
藤
井
以
下
は

佐
竹
義
尭
侯
爵
の
葬
儀
に
出
席
し
て
い
た
た
め
、
午
後
四
時
三
十
五

分
の
汽
車
で
本
隊
の
後
を
追
っ
て
い
る（
（2
（

。
派
遣
部
隊
に
歩
兵
第
三
連

隊
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
七
日
の
『
時
事
新
報
』
は
以
下
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

鎮
台
兵
の
撰
抜　

本
日
四
日
埼
玉
県
の
暴
挙
地
方
へ
出
張
し

た
る
東
京
鎮
台
第
三
連
隊
第
一
大
隊
ハ
、
本
年
の
春
ま
で
高
崎

営
所
屯
在
に
て
、
群
馬
及
埼
玉
各
所
の
測
量
及
び
行
軍
等
に
練

熟
し
、
且
つ
該
兵
隊
は
皆
同
地
方
よ
り
召
募
せ
し
も
の
に
て
、

大
宮
［
大
宮
郷
］
寄
居
辺
の
地
理
に
は
能
く
通
熟
し
た
る
隊
伍

ゆ
え
に
、
陸
軍
省
に
て
ハ
今
度
該
隊
を
特
選
し
て
暴
徒
鎮
撫
の

た
め
派
遣
せ
し
め
た
る
も
の
な
り
と
の
こ
と（
（2
（

　

こ
の
記
事
の
通
り
、
確
か
に
歩
兵
第
三
連
隊
の
う
ち
第
一
大
隊
は

こ
の
年
の
春
ま
で
高
崎
に
駐
屯
し
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に
派
遣
さ

れ
た
部
隊
は
第
三
大
隊
で
、
第
三
大
隊
の
駐
屯
地
は
大
隊
創
設
時
か

ら
東
京
で
あ
っ
た（
（2
（

。
し
か
し
、
連
隊
本
部
は
春
の
移
転
ま
で
高
崎
に

置
か
れ
て
い
た
た
め
、
時
事
新
報
が
指
摘
す
る
通
り
の
理
由
で
歩
兵

第
三
連
隊
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
第
一
大

隊
が
出
動
す
る
と
い
う
情
報
も
出
回
っ
て
い
た
よ
う
で
、『
自
由
新

聞
』
は
第
一
大
隊
が
出
動
し
た
と
報
道
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
誤

報
で
あ
っ
た（
（2
（

。
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出
動
し
た
第
三
大
隊
の
う
ち
、
三
個
中
隊
は
深
谷
で
下
車
し
寄
居

へ
、
一
個
中
隊
は
本
庄
で
下
車
し
児
玉
へ
そ
れ
ぞ
れ
向
か
っ
た
。
寄

居
へ
向
か
っ
た
の
は
森
脇
少
佐
以
下
の
大
隊
本
部
を
含
む
第
一
・
第

二
・
第
四
中
隊
で
あ
る
。
本
部
以
下
の
主
力
は
午
後
五
時
二
十
分
に

寄
居
へ
到
着
し
て
お
り（
（3
（

、
後
に
藤
井
以
下
の
後
発
隊
も
寄
居
に
入
っ

て
い
る
。
井
出
孫
六
氏
に
よ
る
と
第
三
大
隊
は
電
信
機
を
携
行
し
て

い
た
と
い
う
が（
（3
（

、
確
か
に
第
三
大
隊
到
着
以
降
寄
居
発
の
電
報
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
情
報
伝
達
の
効
率
を
著

し
く
高
め
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
熊
谷
に
伝
令
を
飛
ば
し

て
電
報
を
打
つ
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
第
三
大
隊
に
よ
る
電
信
機
の

携
行
は
、
寄
居
の
臨
時
本
部
に
よ
る
県
庁
と
の
連
絡
や
中
央
官
庁
と

の
通
信
を
容
易
に
し
、
政
府
の
状
況
把
握
や
官
軍
同
士
の
連
絡
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

児
玉
へ
向
か
っ
た
の
は
平
田
尚
介
大
尉
以
下
の
第
三
中
隊
で
、
こ

ち
ら
は
午
後
五
時
半
こ
ろ
児
玉
に
到
着
し
て
い
る（
（3
（

。
こ
れ
ら
諸
隊
の

正
確
な
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
埼
玉
県
の
官
吏
が
提
出
し
た
報
告

書
の
中
に
、
第
三
中
隊
は
平
田
以
下
七
十
名
と
あ
る
の
で（
（3
（

、
他
の
隊

も
同
じ
く
ら
い
の
人
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
寄
居
に

到
着
し
た
部
隊
か
ら
は
中
隊
長
の
宗
方
武
敏
大
尉
率
い
る
一
半
隊

（
第
一
中
隊
か
第
二
中
隊
を
二
つ
に
割
り
、
宗
方
は
そ
の
半
分
を
率

い
て
行
っ
た
が
、
ど
ち
ら
の
中
隊
か
は
不
明
）
が
小
川
に
派
遣
さ
れ

た
（
（3
（

。
こ
れ
は
情
報
収
集
の
た
め
小
川
に
来
た
髙
井
少
佐
が
、
現
地
の

警
官
に
派
遣
を
約
束
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る（
（3
（

。

　

上
記
の
歩
兵
第
三
連
隊
に
加
え
て
行
軍
（
演
習
と
推
測
さ
れ
る
）

中
で
あ
っ
た
歩
兵
第
一
連
隊
第
二
大
隊
と
、
騎
兵
第
一
大
隊
の
う
ち

一
個
小
隊
も
遊
軍
と
し
て
、
秩
父
郡
近
郊
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
部
隊
は
所
沢
お
よ
び
八
王
子
方
面
で
行
軍
中
で
あ
っ
た
が
、

事
件
の
発
生
を
受
け
て
秩
父
郡
の
南
方
へ
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、

第
二
大
隊
の
う
ち
右
半
大
隊
は
神
奈
川
県
（
当
時
）
八
王
子
へ
、
左

半
大
隊
は
所
沢
へ
向
か
い
、
騎
兵
は
入
間
郡
の
扇
町
屋
へ
向
か
っ

た
（
（3
（

。
そ
の
上
、
埼
玉
県
は
高
崎
の
歩
兵
第
十
五
連
隊
第
一
大
隊
（
当

時
第
十
五
連
隊
は
創
設
直
後
で
一
個
大
隊
の
み
の
編
制
）
に
も
出
動

要
請
を
出
し
、
十
五
連
隊
か
ら
は
藤
岡
と
岩
鼻
に
各
一
個
中
隊
を
派

遣
し
た（
（3
（

。
藤
岡
は
交
通
の
要
所
で
あ
る
が
、
岩
鼻
に
は
監
獄
と
陸
軍

の
火
薬
庫
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
中
隊
が
派
遣
さ
れ

た
。
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
部
隊
は
憲
兵
が
三
個
小
隊
、
歩
兵
が
計
三
個

大
隊
、
騎
兵
一
個
小
隊
と
な
り
、
官
軍
は
警
官
隊
四
二
九
名
と
合
わ

せ
て
一
千
名
前
後
の
部
隊
で
困
民
軍
に
相
対
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
秩
父
盆
地
か
ら
平
野
部
に
向
か
う
道
は
遮
断
さ
れ
、
困

民
軍
が
東
京
を
直
撃
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
配

置
が
完
了
し
た
と
き
に
は
す
で
に
困
民
軍
の
本
部
は
解
体
し
、
各
部
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隊
は
統
制
が
と
れ
ぬ
ま
ま
行
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

鎮
台
兵
の
戦
略
に
つ
い
て
、
中
沢
氏
は
そ
の
意
図
が
徹
底
的
な
封

鎖
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
軍
隊
の
出
動
は
西
南
戦
争
以
来
の
こ
と
で

あ
り
、
政
府
は
事
件
を
そ
れ
だ
け
重
要
視
し
て
い
た
と
解
釈
し
て
い

る
（
（3
（

。
浅
見
氏
も
同
様
で
あ
る
。
他
の
先
行
研
究
に
関
し
て
も
ほ
ぼ
同

じ
評
価
だ
が（
（3
（

、
政
府
が
有
し
た
意
図
に
対
す
る
解
釈
も
同
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
政
府
は
こ
の
蜂
起
を
徹
底
的
に
鎮
圧
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
義
治
氏
に
よ
る
と
、
困
民
党
に
よ

る
近
代
化
反
対
の
主
張
、
特
に
軍
備
拡
張
を
否
定
す
る
暴
力
的
な
動

き
は
、
政
府
に
と
っ
て
鎮
圧
の
対
象
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た（
（4
（

。
政
府
は
近
代
化
に
対
す
る
暴
力
的
な
反
対

の
声
を
封
殺
す
る
た
め
に
も
、
学
校
の
廃
止
や
税
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
困
民
党
を
迅
速
に
、
か
つ
徹
底
的
に
鎮
圧
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
各
地
に
展
開
し
た
鎮
圧
部
隊
の
中
で
も
、
主
力
と
し

て
秩
父
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
歩
兵
第
三
連
隊
と
憲
兵
隊
及
び

警
官
隊
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
寄
居
口
・
飯
能
口
・
小
川
口
・

八
幡
山
口
に
配
置
さ
れ
、
五
日
の
午
前
五
時
に
、
一
斉
に
秩
父
郡
へ

進
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

主
力
の
歩
兵
第
三
連
隊
は
秩
父
郡
の
東
方
に
、
補
助
部
隊
の
歩
兵

第
一
連
隊
と
第
十
五
連
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
南
方
と
北
方
に
配
置
さ
れ

た
。
官
軍
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
困
民
軍
が
東
方
、
つ
ま
り
県
庁
の
あ

る
浦
和
や
帝
都
東
京
方
面
へ
進
行
し
な
い
よ
う
に
封
殺
す
る
こ
と
に

あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
結
果
的
に
完
璧
な
成
功
を
お
さ
め
て
い

る
。
だ
が
、
こ
の
布
陣
は
秩
父
郡
の
西
北
方
面
を
手
薄
に
す
る
結
果

を
招
き
、
乙
大
隊
残
党
が
秩
父
郡
を
脱
出
し
、
群
馬
県
を
経
て
長
野

県
へ
と
移
動
す
る
原
因
を
作
っ
た
。
し
か
し
、
官
軍
の
目
的
が
上
記

の
よ
う
に
困
民
軍
の
東
方
進
撃
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
以
上
、
主
力

と
な
り
得
る
陸
軍
部
隊
が
西
方
に
全
く
配
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
鎮
圧
作
戦
を
立
て
た
官
軍
側
に
対
し
、
分
裂
し
た
困

民
軍
は
官
軍
の
進
行
を
待
た
ず
、
秩
父
郡
外
へ
押
し
出
そ
う
と
し
て

い
た
。
困
民
軍
が
三
つ
に
分
裂
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
秩
父
郡
内
に
お
け
る
抵
抗
を
諦
め
（
あ
る
い
は
虚
報
に
惑
わ
さ

れ
）、
秩
父
盆
地
の
外
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

三
分
裂
し
た
困
民
軍
の
う
ち
、
最
初
に
鎮
台
兵
と
衝
突
し
た
の

は
、
大
野
苗
吉
率
い
る
甲
大
隊
の
残
党
で
あ
っ
た
。
こ
の
隊
は
隊
長

の
新
井
周
三
郎
を
失
っ
て
か
ら
寄
居
方
面
へ
向
け
て
進
行
し
て
い
た

が
、
本
野
上
で
道
を
変
え
て
児
玉
方
面
を
目
指
し
た
。
移
動
中
に
夜

に
な
っ
た
が
、
移
動
中
に
も
高
利
貸
し
へ
の
焼
き
討
ち
を
続
け
た
た

め
、
そ
の
火
炎
が
警
戒
中
の
警
官
隊
に
甲
大
隊
の
進
撃
を
知
ら
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
警
官
隊
と
い
っ
て
も
こ
の
方
面
に
居
た
の
は
先
掲

の
表
の
通
り
六
二
名
に
過
ぎ
ず
、
警
官
は
急
い
で
児
玉
に
到
着
し
て

03_杵渕91_P38-54.indd   46 19/03/07   16:39



秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）（
杵
渕
）

四
七

い
た
第
三
中
隊
に
連
絡
し
、
迎
撃
を
依
頼
し
た
。
第
三
中
隊
は
警
官

隊
と
合
同
し
て
こ
れ
を
嚮
導
部
隊
と
し
、
迎
撃
の
た
め
野
上
方
面
に

南
下
し
た
。
第
三
中
隊
の
中
隊
長
で
あ
っ
た
平
田
大
尉
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
同
中
隊
は
以
下
の
よ
う
に
動
き
、
困
民
軍
と
交
戦
し
た
。

［
前
略
、
午
後
］
十
一
時
、
暴
徒
大
凡
六
百
名
児
玉
町
ニ
向
テ

襲
撃
ス
ル
ノ
報
ヲ
得
、
直
ニ
発
進
シ
、
金
屋
村
ニ
於
テ
遭
遇
シ
、

開
戦
セ
シ
ガ
、
彼
ノ
死
傷
大
凡
三
十
名
ニ
シ
テ
兵
器
数
多
（
猟

銃
、
刀
槍
等
）
奪
ヒ
取
レ
リ
。
而
シ
テ
我
兵
ノ
軽
傷
セ
シ
モ
ノ

僅
カ
二
名
ニ
シ
テ
、
続
テ
前
進
尾
撃
シ
、
長
沖
村
ニ
至
リ
歩
哨

ヲ
配
布
シ
、
直
ニ
探
偵
ヲ
遂
ケ
夜
ノ
明
ル
ヲ
俟
チ
前
進
ス
ル
目

的
ナ
リ（
（4
（

。

　

つ
ま
り
、
午
前
十
一
時
に
要
請
を
受
け
た
平
田
は
、
隊
を
率
い
て

迎
撃
の
た
め
に
前
進
し
、
金
屋
に
お
い
て
六
百
名
ほ
ど
の
甲
大
隊
と

遭
遇
、
交
戦
し
、
こ
れ
を
四
散
さ
せ
た
。
詳
し
い
戦
闘
の
経
過
を
埼

玉
県
の
四
等
属
で
あ
っ
た
鵜
瀞
己
十
が
、
第
三
中
隊
の
監
修
の
も
と

に
書
き
残
し
て
い
る
が
、そ
れ
に
よ
る
と
、第
三
中
隊
は
金
屋
に
入
っ

て
す
ぐ
に
困
民
軍
と
銃
撃
戦
に
な
っ
た
ら
し
い
。
困
民
軍
は
民
家
か

ら
徴
発
し
た
畳
で
胸
壁
を
築
い
て
抵
抗
し
た
も
の
の
、
平
田
大
尉
は

隊
を
二
分
し
て
一
隊
に
迂
回
攻
撃
さ
せ
た
の
で
、
困
民
軍
は
三
回
の

斉
射
で
崩
れ
た
。
そ
の
後
第
三
中
隊
は
前
進
し
て
白
兵
戦
に
な
っ
た

が
、
大
野
苗
吉
と
み
ら
れ
る
指
揮
官
が
戦
死
し
た
こ
と
も
あ
り
、
困

民
軍
は
支
え
き
れ
ず
に
潰
走
し
た
。
戦
闘
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
金

屋
村
内
の
寺
（
円
通
寺
）
の
森
付
近
で
、
暗
闇
の
中
で
射
撃
戦
が
行

わ
れ
た
が
、
困
民
軍
が
使
用
し
た
火
縄
銃
の
火
縄
は
、
村
田
銃
を
使

用
す
る
第
三
中
隊
に
と
っ
て
、
格
好
の
射
撃
目
標
で
あ
っ
た（
（4
（

。

　

こ
の
戦
闘
で
隊
長
の
大
野
苗
吉
は
行
方
不
明
と
な
り
、
甲
大
隊
も

完
全
に
四
散
し
た
。
そ
し
て
、
官
軍
は
困
民
軍
の
包
囲
網
突
破
と
、

中
山
道
突
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
甲
大
隊
残
党
が
ど
こ
へ
向
か

お
う
と
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
困
民
軍
内
で
熊
谷
へ
の
道
は
安

全
に
な
っ
た
、
と
い
う
虚
報
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
に
、

こ
の
隊
は
熊
谷
経
由
で
県
庁
へ
直
訴
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
官
軍
に
よ
っ
て
甲
大
隊
は
完
膚
な
き
ま
で
に

叩
き
潰
さ
れ
、
影
形
も
な
く
解
体
し
た
。

　

夜
間
に
は
第
三
中
隊
が
困
民
軍
の
進
行
を
防
い
だ
が
、
五
日
の
早

朝
に
は
小
川
に
配
置
さ
れ
た
宗
方
隊
（
第
一
・
第
二
の
ど
ち
ら
の
中

隊
か
不
明
な
の
で
宗
方
隊
と
す
る
）
が
落
合
寅
市
率
い
る
丙
大
隊
残

党
と
交
戦
し
、
こ
れ
を
四
散
さ
せ
て
い
る
。
小
川
で
は
、
近
隣
各
村

が
自
衛
隊
を
組
織
し
、
腰
越
に
陣
地
を
作
っ
て
困
民
軍
の
進
行
に
備

え
て
い
た
が
（
後
述
）、
宗
方
隊
は
合
流
し
た
警
官
隊
と
と
も
に
こ

れ
と
交
代
す
る
形
で
小
川
方
面
の
防
備
に
つ
い
た（
（4
（

。
そ
の
こ
ろ
、
落

合
以
下
の
丙
大
隊
は
平
野
部
進
出
を
目
指
し
、
す
で
に
粥
新
田
（
粥

仁
田
）
峠
を
越
え
、
小
川
に
ほ
ど
近
い
坂
本
に
入
っ
て
い
た
。
坂
本
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史
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一
号

四
八

の
住
民
に
は
不
穏
の
気
配
が
あ
り
、
警
備
し
て
い
た
警
官
隊
も
四
日

に
一
時
後
退
す
る
ほ
ど
そ
の
動
向
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
も
の
の（
（4
（

、
官

軍
来
た
る
と
い
う
情
報
が
伝
わ
る
と
、
困
民
軍
を
排
斥
す
る
動
き
を

見
せ
た
。
脱
走
者
も
相
次
い
で
百
名
程
度
に
な
っ
て
い
た
丙
大
隊
は
、

抗
戦
は
不
可
能
と
判
断
し
、
秩
父
郡
内
の
兵
力
を
結
集
す
べ
く
再
び

粥
新
田
峠
を
越
え
て
撤
退
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
丙
大
隊
が
峠
を
途

中
ま
で
上
っ
た
と
き
、
進
撃
し
て
き
た
宗
方
隊
が
こ
れ
を
発
見
、
射

撃
し
た
の
で
、
す
で
に
戦
意
を
失
っ
て
い
た
丙
大
隊
は
僅
か
に
抵
抗

し
た
後
潰
走
し
た（
（4
（

。
落
合
は
な
お
も
郡
内
で
農
民
を
糾
合
し
戦
い
を

続
け
よ
う
と
し
た
ら
し
い
が
、
途
中
で
農
民
か
ら
他
の
隊
の
四
散
と

官
軍
の
進
撃
を
聞
い
て
戦
意
を
喪
失
し
、
高
知
の
板
垣
退
助
を
頼
る

べ
く
逃
亡
生
活
に
入
っ
た（
（4
（

。
こ
う
し
て
三
分
裂
し
た
困
民
軍
の
う
ち

二
隊
が
四
散
し
た
が
、
菊
池
貫
平
率
い
る
乙
大
隊
残
党
だ
け
は
官
軍

と
の
戦
闘
を
避
け
、
屋
久
峠
を
越
え
て
群
馬
県
内
に
入
っ
て
い
た
た

め
、
蜂
起
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
菊
池
を
総
理
に
戴
い
た
乙

大
隊
は
こ
の
後
長
野
県
ま
で
移
動
し
、
佐
久
地
方
で
官
軍
の
追
撃
に

あ
っ
て
四
散
す
る
が
、
こ
の
隊
が
離
脱
し
た
た
め
秩
父
郡
内
の
蜂
起

は
終
焉
を
迎
え
た
。

　

金
屋
の
戦
い
は
秩
父
事
件
内
最
大
の
戦
闘
と
さ
れ
る
が
、
参
加
し

た
人
数
を
考
え
て
も
こ
の
評
価
は
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る（
（4
（

。
官
軍
に
比

し
て
人
数
で
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
簡
単
に
甲

大
隊
が
四
散
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
各
先
行
研
究
で
は
火
器
の
差

を
そ
の
原
因
と
し
て
い
る（
（4
（

。
確
か
に
こ
れ
は
大
き
な
要
因
で
は
あ
る

が
、
他
に
も
強
制
的
に
駆
り
出
さ
れ
た
農
民
の
戦
意
の
低
さ
も
、
潰

走
の
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
も
か
く
困
民
軍
に
よ

る
平
野
部
進
出
の
も
く
ろ
み
は
金
屋
・
粥
新
田
の
両
戦
闘
に
よ
っ
て

潰
え
た
。
ま
た
、
四
日
以
降
相
次
い
で
結
成
さ
れ
た
各
村
の
自
衛
隊

が
郡
内
を
警
戒
し
た
た
め
、
脱
走
し
た
困
民
軍
参
加
者
は
こ
れ
ら
の

自
衛
隊
に
加
わ
る
か
、
あ
る
い
は
山
中
へ
の
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

秩
父
郡
内
の
困
民
軍
は
五
日
の
正
午
ま
で
に
は
消
滅
し
た
。

　

鎮
圧
部
隊
は
計
画
通
り
五
日
の
午
前
五
時
前
後
か
ら
前
進
を
開
始

し
、
各
隊
は
夜
ま
で
に
は
大
宮
郷
に
入
っ
た
。
だ
が
、
進
行
す
る
鎮

圧
部
隊
は
困
民
軍
の
消
滅
と
い
う
事
態
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
極
度
の
緊
張
状
態
に
あ
り
、
二
つ
の
不
祥
事
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
寄
居
に
い
た
憲
兵
二
個
小
隊
は
二
手
に
分
か
れ
て
皆
野
へ
向

か
い
、
同
所
で
合
流
し
て
大
宮
郷
を
目
指
し
た
が
、
こ
の
隊
の
教
導

巡
査
で
あ
っ
た
粕
谷
清
五
郎
が
、
皆
野
郊
外
で
荒
川
の
渡
し
船
の
船

頭
を
困
民
軍
の
農
民
と
誤
認
し
、
斬
殺
し
て
い
る（
（4
（

。
ま
た
憲
兵
は
、

同
じ
く
皆
野
郊
外
で
困
民
軍
を
掃
討
し
て
い
た
大
宮
郷
自
衛
隊
を
困

民
軍
と
誤
認
し
、
こ
れ
を
逮
捕
・
連
行
す
る
と
い
う
事
件
を
引
き
起

こ
し
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
よ
う
に
鎮
圧
部
隊
に
も
相
当
の
緊
張
感
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
各
部
隊
は
困
民
軍
と
ま
み
え
る
こ
と
な
く
大
宮
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四
九

郷
に
入
り
、
秩
父
郡
内
の
騒
動
は
鎮
静
し
た
。
以
後
、
各
部
隊
は
潜

伏
者
を
探
し
て
各
地
の
山
狩
り
を
行
い
、
か
つ
憲
兵
隊
の
一
部
は
群

馬
県
に
逃
れ
た
乙
大
隊
を
追
撃
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、
秩
父
郡

内
で
彼
ら
が
農
民
と
戦
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

有
効
な
火
器
を
持
た
な
い
警
官
隊
は
自
ら
を
補
助
兵
力
・
封
鎖
部

隊
と
規
定
し
、
事
件
の
初
期
を
除
い
て
は
困
民
軍
に
積
極
的
な
攻
撃

を
仕
掛
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
旧
式
と
は
い
え
ラ
イ
フ
ル

銃
を
装
備
し
た
憲
兵
隊
や
、
最
新
式
の
村
田
銃
で
武
装
し
た
鎮
台
兵

は
、
困
民
軍
に
対
し
て
火
力
の
点
で
圧
倒
的
な
優
位
に
あ
っ
た
が
故

に
、
秩
父
郡
周
辺
に
到
着
し
て
か
ら
す
ぐ
に
活
発
な
行
動
を
開
始
し

て
い
る
。
埼
玉
県
内
に
到
着
し
た
憲
兵
隊
は
秩
父
郡
東
部
に
展
開
し
、

困
民
軍
を
駆
逐
す
べ
く
活
動
し
た
が
、
斥
候
隊
と
農
民
が
交
戦
し
た

際
に
弾
薬
の
不
具
合
が
明
ら
か
に
な
り
、
発
砲
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
進
行
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が

困
民
軍
と
交
戦
し
た
事
実
は
、
蜂
起
農
民
た
ち
の
士
気
を
大
き
く
低

下
さ
せ
、
翌
日
に
発
生
す
る
本
陣
解
体
の
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
憲
兵
隊
の
事
故
も
あ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
鎮

台
兵
は
、
最
新
式
の
村
田
銃
を
装
備
し
、
兵
科
の
点
か
ら
見
て
も
憲

兵
隊
を
凌
駕
す
る
実
力
を
持
っ
て
い
た
。
鎮
台
兵
は
憲
兵
と
同
じ
く

秩
父
郡
東
方
中
心
に
布
陣
し
た
が
、
本
庄
な
ど
防
備
が
手
薄
な
地
域

に
も
配
置
さ
れ
、
困
民
軍
残
党
に
よ
る
平
野
部
進
出
を
阻
止
し
た
。

こ
れ
ら
陸
軍
部
隊
の
行
動
は
困
民
軍
の
瓦
解
を
招
き
、
秩
父
郡
内
に

お
け
る
事
件
は
終
焉
を
迎
え
た
。

　

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
官
軍
、
特
に
陸
軍
部
隊
に
は
、
否

定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
て
来
た
（
（5
（

。
だ
が
、
そ
の
評
価
の
殆
ど
が
困
民

軍
側
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
暴
動
鎮
圧
と
い
う
任
務

を
遂
行
し
た
陸
軍
部
隊
に
と
っ
て
酷
な
評
価
だ
と
思
わ
れ
る
。
確
か

に
、
陸
軍
部
隊
は
困
民
軍
が
持
っ
て
い
た
火
縄
銃
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
強
力
な
銃
で
武
装
し
、
抵
抗
す
る
農
民
に
対
し
て
射
撃
を

加
え
、
こ
れ
を
死
傷
さ
せ
た
。
だ
が
、
官
軍
に
と
っ
て
は
、
武
器
を

取
り
、
地
域
の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
困
民
軍
は
た
だ
の
暴
徒
で
あ
り
、

こ
れ
を
攻
撃
す
る
の
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
困
民

軍
に
物
資
の
供
出
や
人
員
の
提
供
を
強
制
さ
れ
、
そ
の
暴
力
に
お
び

え
て
い
た
人
た
ち
が
い
て
、
彼
ら
が
官
軍
に
協
力
し
、
鎮
圧
を
早
め

た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
蜂
起
を
鎮
圧
し
た
か
ら
と
い
っ
て
官
軍
、

特
に
陸
軍
部
隊
が
評
価
に
値
し
な
い
と
い
う
の
は
短
絡
的
な
考
え
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
彼
ら
は
自
分
の
任
務
を
完
遂

し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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五
〇

註（
1
）		

高
田
甲
子
太
郞
「
秩
父
事
件
に
お
け
る
軍
隊
の
行
動
に
つ
い
て
―

第
三
連
隊
第
三
大
隊
―
」（
軍
事
史
学
会
編
『
軍
事
史
学
』
第
十
三
巻

第
一
号
、
錦
正
社
、
一
九
七
七
年
六
月
）、「
秩
父
事
件
に
お
け
る
軍

隊
の
行
動
に
つ
い
て
―
下
―
第
三
連
隊
第
三
大
隊
―
」（『
軍
事
史
学
』

第
一
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
年
九
月
）。
お
よ
び
中
沢
市
朗
『
歴
史

紀
行
秩
父
事
件
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
な
お
、
高
田

氏
は
秩
父
に
派
遣
さ
れ
た
歩
兵
第
三
連
隊
第
三
大
隊
の
他
に
も
、
前

述
し
た
よ
う
に
長
野
に
逃
れ
た
困
民
軍
追
討
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た

歩
兵
第
十
五
連
隊
第
一
大
隊
の
動
向
を
も
研
究
し
て
い
る
（
前
号
註

（
76
）
高
田
論
文
を
参
照
）。

（
２
）　

中
沢
氏
は
『
文
芸
秩
父
』（「
文
芸
秩
父
」
編
集
委
員
会
編
、
秩
父

文
化
の
会
、
五
三
号
お
よ
び
五
四
号
、
一
九
八
六
年
）
に
発
表
し
た

「
秩
父
事
件
と
天
皇
の
軍
隊
」
を
増
補
し
た
う
え
で
上
記
の
著
書
に
載

せ
た
が
、『
文
芸
秩
父
』
内
に
掲
載
さ
れ
た
後
書
き
に
お
い
て
は
天
皇

制
を
強
く
否
定
し
、
秩
父
困
民
党
を
革
命
軍
と
し
て
称
揚
す
る
な
ど
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
強
い
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）　

憲
兵
派
遣
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た

憲
兵
条
例
に
よ
る
。
同
条
例
の
第
四
条
に
は
「
憲
兵
ハ
其
職
務
ニ
関

シ
警
視
総
監
府
知
事
県
令
（
東
京
府
知
事
ヲ
除
ク
）
并
ニ
上
等
及
ヒ

地
方
裁
判
所
検
事
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
」（
内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
』
明

治
十
四
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
度
府
県
に
派
遣
さ
れ
た
憲
兵
隊
は

府
県
令
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
４
）　

前
号
註
（
32
）「
笹
田
少
書
記
官
発
山
縣
内
務
卿
宛
電
報
」、四
―
三
。

（
５
）　

前
掲
註
（
１
）『
歴
史
紀
行
秩
父
事
件
』
四
九
頁
。

（
６
）　

前
号
註
（
54
）『
関
東
電
信
電
話
百
年
史 

上
』
一
〇
三
頁
。

（
７
）　
「
十
一
月
一
日
笹
田
書
記
官
発
山
縣
内
務
卿
宛
電
報
」（「
秩
父
暴
徒

関
係
書
類
（
一
）」
四
―
五
一
七
～
五
一
八
）。

（
８
）　

憲
兵
条
例
で
は
、
憲
兵
の
任
務
に
つ
い
て
前
掲
の
第
四
条
の
他
に

も
「
凡
ソ
憲
兵
ハ
陸
軍
兵
科
ノ
一
部
ニ
位
シ
巡
按
検
察
ノ
事
ヲ
掌
リ

軍
人
ノ
非
違
ヲ
視
察
シ
行
政
警
察
及
ヒ
司
法
警
察
ノ
事
ヲ
兼
［
第
一

条
、
後
略
］」
と
規
定
し
て
い
た
の
で
、
地
方
官
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

警
察
と
同
様
に
暴
動
鎮
圧
に
出
動
で
き
た
。
実
例
と
し
て
は
、
こ
の

年
に
発
生
し
た
群
馬
事
件
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
中
沢
氏
は
前

掲
註
（
１
）『
歴
史
紀
行
秩
父
事
件
』
に
お
い
て
、
山
縣
が
憲
兵
の
派

遣
に
際
し
、
そ
の
実
戦
テ
ス
ト
と
存
在
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
（
六
一
～
六
二
頁
）。

（
９
）　
「
十
一
月
二
日
午
后
八
時
五
十
分
清
浦
警
保
局
長
発
笹
田
書
記
官
宛

電
報
」（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
（
一
）」
四
―
五
二
一
）。

（
10
）　

田
崎
治
久
編
著
『
日
本
之
憲
兵
（
正
・
続
）』（
三
一
書
房
、

一
九
七
一
年
）
一
〇
一
頁
に
よ
る
と
、
隈
元
は
第
一
大
隊
第
二
中
隊

第
四
小
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の

「JA
CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

09054352800

、

職
員
録
・
明
治
十
七
年
七
月
・
職
員
録
（
陸
軍
省
）
改
（
国
立
公
文

書
館
）」
に
も
第
一
大
隊
の
小
隊
長
と
あ
る
。

（
11
）　

憲
兵
本
部
「
明
治
十
七
年
従
七
月
至
十
二
月 

憲
兵
本
部
月
報 

卿
官

房 
省
内
各
局 

参
謀
本
部 

監
軍
部
」（「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）Ref.C09060055400

、
明
治
一
七
年
従
七
月
至
一
二
月
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秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）（
杵
渕
）

五
一

　

月
報　

卿
官
房
．
省
内
各
局
．
憲
兵
・
参
謀
本
部
．
監
軍
部
（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）」）。

（
12
）　

春
田
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
10
）『
日
本
之
憲
兵
』

一
〇
〇
頁
お
よ
び
「
職
員
録
・
明
治
十
七
年
七
月
・
職
員
録
（
陸
軍

省
）
改
」
に
記
載
が
あ
り
、ま
た
加
波
山
事
件
へ
の
出
張
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
之
憲
兵
』
一
〇
四
頁
に
記
載
が
あ
る
。
な
お
、
陸
軍
は
加
波
山

事
件
と
秩
父
事
件
に
対
す
る
憲
兵
の
派
出
を
一
体
の
も
の
と
考
え
て

い
た
よ
う
で
、
両
事
件
の
関
係
書
類
は
同
じ
簿
冊
に
納
め
ら
れ
て
い

る（「
明
治
十
七
年
九
月
茨
城
暴
徒
事
件
綴
込
附
埼
玉
事
件
」「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C10072929600

（
防
衛
省
防
衛

研
究
所
）」）。
春
田
は
後
に
憲
兵
本
部
長
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註
（
10
）『
日
本
之
憲
兵
』
に
よ
る
と
、
こ
の
年
内
田
は
第
二

大
隊
第
一
中
隊
第
三
小
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
（
一
〇
二
頁
）、
影
山
も
第

二
大
隊
第
二
中
隊
第
三
小
隊
付
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
三
頁
）。

ま
た
小
笠
原
大
尉
は
一
八
八
三
年
に
第
二
大
隊
第
一
中
隊
付
を
命
じ

ら
れ
て
い
る（
九
七
頁
）。
彼
等
の
地
位
に
つ
い
て
は
、前
掲
註（
10
）「
職

員
録
・
明
治
十
七
年
七
月
・
職
員
録
（
陸
軍
省
改
）」
で
も
確
認
で
き
る
。

な
お
、
人
数
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
11
）「
憲
兵
本
部
月
報
」
に
よ

る
と
内
田
・
影
山
の
小
隊
双
方
と
も
に
六
六
名
で
あ
っ
た
。

（
14
）　

前
号
註（
24
）「
秩
父
暴
徒
処
分
顚
末
」（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類（
一
）」

四
―
五
一
四
～
五
一
五
）。
な
お
、
高
井
少
佐
が
山
縣
の
意
向
を
汲
ん

で
い
た
こ
と
は
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
が
同
行
す
る
根
拠
と
な
っ

た
の
は
恐
ら
く
鎮
台
条
例
の
第
三
二
条
だ
と
思
わ
れ
る
（『
法
令
全
書
』

明
治
十
二
年
）。
こ
の
条
で
は
、
鎮
台
の
管
区
内
で
草
賊
が
発
生
し
、

そ
の
事
情
が
判
然
と
し
な
い
場
合
、
鎮
台
司
令
官
が
参
謀
を
派
遣
し

て
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。

（
15
）　

同
右
、
四
―
五
一
五
。

（
16
）　
「
大
河
原
三
代
吉
裁
判
言
渡
書
」
一
―
五
〇
八
。
困
民
軍
は
陸
軍
に

所
属
し
た
経
験
の
あ
る
農
民
に
鉄
砲
隊
の
指
揮
を
執
ら
せ
て
い
た
ら

し
い
が
、
大
河
原
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
17
）　

前
号
註
（
69
）「
春
田
復
命
書
」（
四
―
七
九
〇
）。

（
18
）　
「
四
等
属
飯
田
年
祐 

秩
父
暴
動
事
件
ニ
付
出
張
手
続
」（「
秩
父
暴

動
始
末
（
三
）」
四
―
八
一
六
）。
飯
田
は
埼
玉
県
の
四
等
属
を
勤
め

て
い
た
官
吏
で
あ
る
。
事
件
勃
発
後
、
飯
田
は
伝
令
と
し
て
働
い
て

い
た
が
、
連
絡
の
た
め
飯
能
に
い
た
小
笠
原
大
尉
に
面
会
し
、
弾
薬

の
不
発
を
伝
え
た
。
小
笠
原
は
半
信
半
疑
で
部
下
に
試
し
打
ち
を
命

じ
た
が
、
発
砲
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
秩
父
郡
へ
の
進
行
を
中
止
し

た
。

（
19
）　

陸
軍
省
総
務
局
編
「
大
日
記
明
治
十
七
年
十
一
月
水
」
に
よ
る

と
、
こ
れ
を
受
け
て
陸
軍
省
か
ら
埼
玉
県
下
の
憲
兵
隊
に
対
し
、
村

田
式
騎
兵
銃
二
百
挺
と
弾
薬
一
万
発
が
輸
送
さ
れ
て
い
る
（
四
―

一
八
七
）。

（
20
）　

前
号
註
（
24
）「
秩
父
暴
徒
処
分
顚
末
」
四
―
五
一
五
。
高
井
少
佐

の
談
話
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
そ
の
後
笹
田
は
清
浦
奎
吾
警
保

局
長
か
ら
、
十
一
月
三
日
に
憲
兵
に
続
い
て
鎮
台
兵
の
派
遣
も
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
電
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
（「
十
一
月
三
日
清
浦
警
保

局
長
発
笹
田
書
記
官
宛
電
報
」、「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
（
一
）」
四
―

五
二
五
）。
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法
政
史
学
　
第
九
十
一
号

五
二

（
21
）　

鎮
台
条
例
よ
り
引
用
（『
法
令
全
書
』
明
治
十
二
年
）。

（
22
）　

な
お
、
府
県
令
の
権
限
を
定
め
た
府
県
官
職
制
（『
法
令
全
書
』
明

治
十
一
年
）
に
お
い
て
、
県
令
は
非
常
時
の
際
に
「
鎮
台
若
ク
ハ
分

営
ノ
将
校
ニ
通
議
シ
テ
便
宜
処
分
ス
ル
事
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
た
（
府

県
令
の
第
九
項
）。
な
お
、
県
令
が
不
在
の
場
合
に
書
記
官
が
代
理
を

務
め
る
と
い
う
規
定
も
定
め
ら
れ
て
お
り
（
大
書
記
官
・
少
書
記
官

の
第
二
項
）、
こ
ち
ら
は
笹
田
が
県
の
事
務
を
主
宰
す
る
根
拠
と
な
っ

た
。

（
23
）　
「
十
一
月
四
日
午
前
五
時
五
分
吉
田
県
令
発
笹
田
書
記
官
宛
電
報
」

（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
（
一
）」
四
―
五
二
九
）。

（
24
）　
「
十
一
月
四
日
午
前
九
時
四
十
五
分
清
浦
警
保
局
長
発
笹
田
書
記
官

宛
電
報
」（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
（
一
）」
四
―
五
三
〇
）。

（
25
）　

井
上
幸
治
「
秩
父
事
件
―
世
界
史
の
中
の
農
民
蜂
起
」（『
完
本
秩

父
事
件
』
三
七
六
頁
）。

（
26
）　
『
朝
野
新
聞
』（
明
治
十
七
年
十
一
月
六
日
（
木
）
付
第
三
三
〇
一
号
、

六
―
二
四
一
）
に
よ
れ
ば
四
日
の
午
後
三
時
上
野
発
の
列
車
に
三
〇

名
の
兵
隊
が
乗
車
し
て
い
る
が
、
高
田
甲
子
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
こ
れ

が
藤
井
隊
ら
し
い
（
前
号
註
（
76
）
高
田
論
文
、
三
〇
頁
）。

（
27
）　
『
時
事
新
報
』
明
治
十
七
年
十
一
月
七
日
（
金
）
付
第
八
〇
七
号
、

六
―
四
三
七
。

（
28
）　

歩
兵
第
三
連
隊
史
に
よ
る
（「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）Ref.C14111076100

、歩
兵
第
三
連
隊
史
昭
和
四
年
一
〇
月（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）」）。
な
お
、
同
資
料
に
お
い
て
は
、
秩
父
事
件
へ

の
対
処
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
29
）　
『
自
由
新
聞
』 

明
治
十
七
年
十
一
月
五
日
（
水
） 

付
第
六
九
八
号
、

六
―
二
九
八
。
さ
ら
に
、
翌
六
日
の
記
事
に
お
い
て
、
鎮
台
兵
の
引

率
は
第
一
大
隊
長
の
山
本
（
路
卿
）
少
佐
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
誤

り
で
あ
る
（
六
―
二
九
八
～
二
九
九
）。

（
30
）　

前
号
註
（
79
）「
十
一
月
四
日
午
后
十
二
時
二
十
分
吉
田
県
令
発
笹

田
書
記
官
宛
電
報
」（
四
―
五
三
二
～
五
三
三
）。

（
31
）　

井
出
孫
六
「
十
石
峠
を
歩
く
」（
秩
父
事
件
百
年
顕
彰
委
員
会
編
『
自

由
の
雄
叫
び
』
ほ
お
ず
き
書
籍
、
一
九
八
五
年
）
一
〇
一
頁
。

（
32
）　

鵜
瀞
己
十
「
金
屋
村
戦
況
」（「
秩
父
暴
動
始
末
一
」
四
―

二
五
〇
）。
鵜
瀞
は
埼
玉
県
の
四
等
属
で
、
鎮
台
兵
に
対
す
る
補
給
等

の
事
務
の
た
め
に
第
三
中
隊
に
同
行
し
て
い
た
。

（
33
）　

同
右
、
四
―
二
五
二
。
別
資
料
に
よ
る
と
七
七
名
と
さ
れ
て
い
る

が
、（「
吉
田
県
令
発
笹
田
書
記
官
宛
て
電
報
案
」、「
明
治
十
七
年
十

月
三
十
一
日
ニ
起
ル
秩
父
郡
暴
徒
書
類
」
四
―
八
四
五
）、　
「
金
屋
村

戦
況
」
は
中
隊
長
平
田
大
尉
の
監
修
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、こ
ち
ら
の
七
十
と
い
う
数
字
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

中
沢
氏
は
「
秩
父
事
件
と
天
皇
の
軍
隊
」
に
お
い
て
、　

派
遣
さ
れ
た

第
三
大
隊
は
合
計
で
四
七
三
名
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
は
不
明
で
あ

る
（
前
掲
註
（
１
）『
歴
史
紀
行
秩
父
事
件
』
五
五
頁
）。

（
34
）　

前
号
註
（
79
）「
十
一
月
四
日
午
后
十
二
時
二
十
分
吉
田
県
令
発
笹

田
書
記
官
宛
電
報
」（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
（
一
）」
四
―
五
三
二
～

五
三
三
）
に
よ
れ
ば
宗
方
は
一
個
中
隊
を
率
い
て
坂
本
に
向
か
っ
た

こ
と
に
な
る
が
、「
秩
父
暴
動
始
末
一
」
所
収
の
部
署
一
覧
（
四
―

二
三
五
～
二
三
六
）
等
の
、
後
日
纏
め
ら
れ
た
史
料
に
よ
る
と
坂
本
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秩
父
事
件
鎮
圧
の
諸
相
（
二
）（
杵
渕
）

五
三

間
道
に
配
置
さ
れ
た
鎮
台
兵
は
一
半
隊
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
宗
方

が
率
い
て
い
た
隊
は
一
半
隊
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
35
）　
「
十
一
月
四
日
斎
藤
警
部
発
鎌
田
警
部
宛
書
簡
」（「
秩
父
暴
動
事
件

往
復
文
書
」
四
―
九
八
七
）。
同
書
簡
に
よ
れ
ば
、
高
井
少
佐
は
一
個

大
隊
を
小
川
に
派
遣
す
る
と
約
束
し
て
い
た
ら
し
い
。

（
36
）　

陸
軍
省
総
務
局
編
「
大
日
記
明
治
十
七
年
十
一
月
木
乾
」
四
―

一
九
〇
～
一
九
一
。

（
37
）　

参
謀
本
部
編
「
参
謀
本
部
歴
史
草
案
」
四
―
一
五
九
。
藤
岡
に
派

遣
さ
れ
た
の
は
第
一
中
隊
で
、
岩
鼻
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
第
二
中
隊

で
あ
る
。

（
38
）　

前
掲
註
（
１
）『
歴
史
紀
行
秩
父
事
件
』
五
三
～
五
八
頁
。
さ
ら
に

中
沢
氏
は
、
天
皇
及
び
山
縣
が
「
独
裁
的
」
に
軍
を
動
か
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
文
民
統
制
の
欠
如
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

（
39
）　

例
え
ば
、
上
原
邦
一
氏
も
前
号
註
（
76
）『
佐
久
自
由
民
権
運
動
史
』

の
な
か
で
同
様
の
評
価
を
下
し
て
い
る
（
八
九
頁
）。
井
上
幸
治
氏
も

前
号
註
（
３
）「
秩
父
事
件
」
内
で
鎮
圧
部
隊
の
戦
略
に
関
し
て
は
同

じ
評
価
を
し
て
い
る
が
（
一
三
六
頁
）、
西
南
戦
争
と
の
対
比
は
見
ら

れ
な
い
。
色
川
大
吉
氏
も
同
様
で
あ
る
（
色
川
大
吉
『
色
川
大
吉
著

作
集 

第
二
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
、
四
四
四
頁
）。

（
40
）　

鈴
木
義
治
「
秩
父
事
件
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」（
高
島
千
代
・
田
崎

公
司
編
『
自
由
民
権
〈
激
化
の
時
代
―
運
動
・
地
域
・
語
り
﹀』
日
本

経
済
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）、
二
八
八
頁
。

（
41
）　
「
十
一
月
五
日
平
田
大
尉
歩
兵
第
三
中
隊
の
児
玉
町
へ
の
進
出
及
び

金
屋
村
に
於
け
る
衝
突
状
況
通
知
」（「JA

CA
R(

ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）Ref.C10072932200

、
明
治
十
七
年
九
月
茨
城
暴
徒
事

件
綴
込
附
埼
玉
事
件
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）」）。

（
42
）　

前
掲
註
（
32
）「
金
屋
村
戦
況
」
四
―
二
五
〇
～
二
五
二
。
な
お
、

同
文
書
に
は
戦
場
の
詳
し
い
地
図
が
付
い
て
い
て
、
官
軍
お
よ
び
困

民
軍
の
動
き
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
の
戦
闘
の
様
子
も
、「
金

屋
村
戦
況
」
の
記
述
に
よ
る
。

（
43
）　

中
嶋
久
人
「
秩
父
事
件
に
お
け
る
警
察
と
地
域
社
会
―
比
企
郡
小

川
町
周
辺
に
お
け
る
「
自
衛
隊
」
の
活
動
を
中
心
に
し
て
」（
歴
史
学

研
究
会
編
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
六
〇
号
、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
九

年
十
一
月
）
二
二
～
二
三
頁
。

（
44
）　

前
号
註
（
42
）「
山
室
元
吉
暴
動
日
誌
」（
四
―
二
七
一
～
二
七
二
）

に
よ
れ
ば
、
三
日
か
ら
警
備
に
つ
い
た
警
官
隊
は
地
元
の
猟
師
等
を

動
員
し
て
防
衛
体
制
を
整
え
て
い
た
が
、
親
鼻
の
戦
い
に
関
す
る
様
々

な
噂
が
広
ま
っ
た
結
果
、
集
め
た
猟
師
や
人
夫
が
困
民
軍
優
位
と
み

て
逃
亡
し
、
か
つ
住
人
も
蜂
起
に
呼
応
す
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
た

た
め
、
警
官
隊
は
後
退
し
た
。
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
。

（
45
）　

同
右
、
四
―
二
七
二
。

（
46
）　

落
合
寅
市
「
綸
旨
大
赦
義
挙
寅
市
経
歴
」（
埼
玉
新
聞
社
出
版
編
集

部
編
「
秩
父
事
件
史
料
第
二
巻
」
埼
玉
新
聞
社
出
版
局
、一
九
七
七
年
）

六
一
六
～
六
二
一
頁
。
こ
の
史
料
は
困
民
党
結
成
時
及
び
蜂
起
に
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
落
合
寅
市
に
よ
る
も
の
だ
が
、
史
料
的
価
値

は
低
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
本
人
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
参
照
し

た
。
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九
十
一
号

五
四

（
47
）　

新
井
佐
次
郎
『
秩
父
困
民
軍
会
計
長
井
上
伝
蔵
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
一
年
）
一
四
頁
の
評
価
。
井
上
氏
等
他
の
研
究
に
お
い
て
も
、

金
屋
の
戦
い
は
「
暴
徒
に
た
い
す
る
警
備
と
か
警
察
と
い
う
概
念
を

こ
え
た
戦
闘
」（
前
号
註
（
３
）「
秩
父
事
件
」
一
四
五
頁
）
で
あ
る

と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）　

前
号
註
（
３
）「
秩
父
事
件
」（
一
四
五
頁
）
や
、
浅
見
好
夫
『
秩

父
事
件
史
』（
言
叢
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
〇
二
頁
）
な
ど
。

（
49
）　
「
巡
査
粕
谷
清
五
郎
出
張
経
歴
書
」
四
―
九
九
九
。
こ
の
行
為
は
無

理
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
粕
谷
が
処
分
さ
れ
た
と
い

う
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
遺
族
へ
の
補
償
に
関
し
て
も
、
未
詳
で

あ
る
。
な
お
、
粕
谷
は
こ
の
後
長
野
方
面
へ
逃
れ
た
困
民
軍
を
追
撃

す
る
憲
兵
隊
の
嚮
導
巡
査
に
選
ば
れ
、
長
野
県
佐
久
地
方
ま
で
乙
大

隊
を
追
撃
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
途
中
の
群
馬
県
に
お
い

て
も
地
元
住
民
が
組
織
し
た
自
衛
隊
を
困
民
軍
と
誤
認
し
、
構
成
員

を
殺
害
し
て
い
る
。

（
50
）　

前
号
註
（
34
）「
吉
峰
署
長
経
歴
書
」（
四
―
三
六
七
）
及
び
前
号

註
（
69
）「
春
田
復
命
書
」（
四
―
七
九
〇
頁
）。
大
宮
郷
自
衛
隊
は
、

連
行
の
途
中
で
駆
け
つ
け
た
吉
峰
が
憲
兵
に
事
情
を
説
明
し
た
結
果
、

解
放
さ
れ
た
（
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
）。
な
お
、
十
一
月
二
六
日
付

の
復
命
書
に
お
い
て
も
、
春
田
は
ま
だ
大
宮
郷
自
衛
隊
を
困
民
軍
の

一
部
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

（
51
）　

例
え
ば
、
秩
父
事
件
を
歴
史
学
的
観
点
か
ら
初
め
て
研
究
し
た

平
野
義
太
郎
氏
は
、
官
軍
は
困
窮
農
民
を
弾
圧
す
る
も
の
と
評
価

し
（
平
野
義
太
郎
『
自
由
民
権
運
動
と
そ
の
発
展
』
新
日
本
出
版
社
、

一
九
七
七
年
）、
そ
の
流
れ
を
汲
む
中
沢
市
朗
氏
も
、
困
民
軍
を
人
民

解
放
軍
と
評
し
た
の
に
対
し
て
官
軍
を
弾
圧
軍
、
軍
人
勅
諭
に
洗
脳

さ
れ
た
天
皇
の
軍
隊
と
し
、
官
軍
を
批
判
的
に
評
価
し
て
い
る
（
中

沢
市
朗
『
自
由
民
権
の
民
衆
像:

秩
父
困
民
党
の
農
民
た
ち
』
新
日
本

出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。
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